
読 者 の ひ ろ ば
初
め
て
の
人
間
ド
ッ
ク
で
し
た

　
生
ま
れ
て
初
め
て
で
し
た
。
胃
カ
メ

ラ
、
大
腸
カ
メ
ラ
は
麻
酔
の
中
、
無
事

終
え
ま
し
た
。
下
剤
を
飲
ん
で
大
腸
の

中
の
掃
除
は
大
変
で
し
た
が
、
３
人
も

子
ど
も
を
産
ん
だ
私
に
と
っ
て
、
へ
の

カ
ッ
パ
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、オ
プ
シ
ョ

ン
の
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
検
査
は
想
像
以
上

で
し
た
。
耳
元
で
カ
ン
カ
ン
…
す
ご
い

音
。
数
十
分
で
し
た
が
、
な
ん
と
も
長

～
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
次
は
ノ
ー
サ

ン
キ
ュ
ー
と
思
い
ま
し
た
。
優
し
く
声

掛
け
し
て
く
だ
さ
っ
た
医
療
従
事
者
の

皆
さ
ま
に
感
謝
で
す
。山

ち
ゃ
ん（
57
歳
）

親
子
で
バ
ス
ケ
！

　
娘
が
参
加
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
塾
が

あ
り
、
親
子
で
バ
ス
ケ
で
し
た
。
友
達

の
親
子
も
同
じ
チ
ー
ム
で
大
人
も
子
ど

も
も
一
緒
に
な
っ
て
対
戦
し
ま
し
た
。

小
３
の
娘
は
ル
ー
ル
を
少
し
無
視
、
お

父
さ
ん
は
久
し
ぶ
り
の
運
動
に
ヒ
ー

ヒ
ー
言
っ
て
…
。そ
れ
で
も「
疲
れ
た
！

楽
し
か
っ
た
！
」と
そ
ろ
っ
て
言
う
の

を
聞
く
と
、
行
っ
て
良
か
っ
た
な
あ
と

思
い
ま
す
。
あ
と
数
回
、
親
子
で
参
加

す
る
日
も
あ
る
の
で
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

く
ち
ひ
げ
１
０
２
５（
37
歳
）

思
い
出
の
味

　
広
報
紙
で
、
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
記
の
記
事
を

拝
見
し
ま
し
た
。
ふ
と
、
自
分
の
思
い

出
の
料
理
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
、

昔
祖
母
が
よ
く
作
っ
て
く
れ
た「
ね
っ

た
ぼ
」を
思
い
出
し
ま
し
た
。
芋
の
お

餅
の
よ
う
な
も
の
で
、
今
で
も
た
ま
に

食
べ
た
く
な
る
味
で
す
。
今
で
は
、
祖

母
も
施
設
に
入
り
、
な
か
な
か
食
べ
る

機
会
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
か

自
分
で
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も

に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

か
な
り
フ
ァ
ミ
リ
ー（
30
歳
）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真などを住所、
氏名、連絡先、ペンネーム、メッセージを記入の上、メールなど
でお送りください。

提出・問合先／本庁コミュニティ課生涯学習・ひとみらい政策G（内線4741）
　　　　　　　　 hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。

S CUBE HOTEL by SHIROYAMA
住平佐一丁目 18
営▶ CUBE ＝
　　 11：00 ～ 14：00、17：30 ～ 21：00
　▶ STORY DINING（土日祝のみ）＝
　　 11：30 ～ 14：00、18：00 ～ 21：00
　▶割烹縁（要予約）＝
　　 11：30 ～ 14：00、17：30 ～ 21：00
（41）5128

3

SSプラザ
せんだい
SSプラザ
せんだい
●

川
内
駅

S CUBE HOTEL
by SHIROYAMA

●
川内中央交番川内中央交番

●
平佐西小学校平佐西小学校

●
川内郵便局川内郵便局

みんなの宝物！幸せをありがとう。 (ペンネーム : りっくん)

【締切】 ７月 27 日（水） 消印有効

　上記締切までにお便りをいただいた方の中から、
｢S CUBE HOTEL by SHIROYAMA｣ の 飲 食 店 で 使 え る
お食事券(1,000円)を10人にプレゼント。
　１階の「Casual French CUBE」でおすすめの「豚肉の
城 山 ブ ル ワ リ ー 煮 込 み 」は、 豚 肉 を ク ラ フ ト ビ ー ル で
トロトロになるまで煮込んでいます。その他、土日祝
限定のランチビュッフェや完全予約制で個室対応の割
烹もご利用ください。
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■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　   0996（23）5111   0996（20）5570
　　　　　　   0996（22）8115 （直通） 
　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外    0996（23）5115

■編　集
本庁未来政策部秘書広報課

koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　  0996（37）3111   0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　  0996（44）3111   0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　  0996（42）1111   0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　  0996（55）1111   0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　  09969（2）0001   09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　  09969（3）2311   09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　  09969（4）2211   09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　  09969（7）0311   09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　  0996（22）0119   0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　  0996（20）8500   0996（20）8512

■
　

広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

■新型コロナワクチン接種　コールセンター
 050（3850）0018

※月曜日〜土曜日の 8：30 〜 17：30
※日曜日・祝日は休み

やくしょにコール

問合先／ 本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」

最終ページまで広報紙をお読みいただきありがとうござ
います。７月７日は七夕でした。地域によって時期や

風習が異なりますが、願い事を書いた短冊を笹竹に飾った方
もいらっしゃったのではないでしょうか。幼い頃、園の行事
で短冊に「スイカを食べたい」と書いたところ偶然にもその日
の夜、父の知人がスイカを持って訪ねて来られたことを思い
出しました。「コロナが早く収束しますように…」「災害が発
生しませんように…」「世界が平和でありますように…」どう
か皆さまの願い事が叶いますように…。（吉満）

人と人とのつながりは、人生の財産。反抗期の頃よく親
に言われたことを思い出しながら今回号の記事作成を

担当しました。これまでたくさんの地域の皆さまに出会い、
多くのアドバイスをいただきながら仕事を行ってきました。
今回は、その出会いの中からご協力をいただき、あるコーナー
では、こんな展開をするのではとイメージしながら記事の作
成をしました。まだまだ、地域の皆さまとつながりたい。突
然、お邪魔するかもしれませんが、その時はよろしくお願い
します。（堀之内）

担当者の声
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Ｐ２　 キジカケル突撃レポート！
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　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

川内川と人々の暮らし

　今月は、川内川特集に合わせ、表紙のテー
マは「川内川」と決まっていました。
　どんな表紙にしようか考えていたところ
で「川内川と人々の暮らし」というコンセプ
トに行き着き、下から見るより、上から見
た方がそのコンセプトをイメージできると
考えました。
　夕暮れ時の寺山から撮影した川内川の構
図は、写真としてはベタかもしれませんが、
中越パルプ工業 ( 株 )の煙突の煙も相まっ
て、うまく「川内川と人々の暮らし」を表
現できたと思っています。また、ロゴには、
7月の七夕から連想し、川内川を「天の川」
にも見立て、織姫、彦星に七夕飾りもあしらいました。
　川内川はいつでも私たちの暮らしとともにあります。ますます
便利な世の中になるこのご時世、心が疲れてしまう瞬間もありま
すよね。そんな時は、広大な川内川を眺めて癒やされてください。
きっと心が軽くなるはずです。皆さまが幸せな日々を過ごせます
ように。川内川とともに、これからも。

◎今月の表紙
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